
           

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月号 

奄美市立赤木名小学校 学校便り 

 

毎年恒例となっ 
ている全校と地域 
が一緒になって踊 
る運動会での八月 
踊り。その練習が 
始まりました。今 
年も赤木名八月踊 
り保存会の皆様を 
中心に，地域の皆様が指導に来てくださいまし
た。運動会で，地域の皆さんと楽しく踊ること
ができるよう，練習をがんばります！ 

 

赤木名小学校ブログ 

日 曜日 行　　事

13 水 学校閉庁日（～8/15）

21 木 出校日

24 日 ＰＴＡ清掃作業

８月の主な行事予定

７月９日に赤木名校区青少年育成協議会が開催されました。協議の中で，夏休みの子どもたちへの指
導・声掛け重点事項について話合いました。その結果，以下の２点が決りました。家庭の目，地域の目で，
子どもたちの夏休み期間中の生活を見守りましょう！ 
【夏休みの重点指導事項】 
〇水難事故防止・・・ 「危ないよ」だけではなく，「どこが危ない？」「どんな風に危ない？」「いつ危な

い？」「なぜ危ない？」など具体的に危ないポイントを示して指導しましょう。 
〇規則正しい生活を・・・ 「早寝」「早起き」「朝ごはん」夏休みでも，生活リズムを整え，健康的な生活を

送ることができるようにしましょう。ラジオ体操への積極的な参加を！ 
 

 

７月 18 日で１学期が終りました。子どもたちにとってどん

な１学期だったでしょうか？後半は，梅雨も短く連日の猛暑の

中での学校生活でしたが，暑さに負けずよくがんばりました！

終業式では，５年生のMA さんが，児童代表で１学期の反省を

述べてくれました。１学期が終わり待ちに待った夏休みです。

計画的に過ごして，充実した夏休みにいてくださいね！ 

  

 ７月７日は，ALT の 

アレクサンドラ先生の 

最後の授業がありまし 

た。今後は，ご実家の 

仕事を手伝うそうでア 

メリカに帰るそうです。 

アニメやゲームなど，日本の文化が大好きで，

そして何より「スターウォーズ」をこよなく愛

するアレクサンドラ先生でした。これまで，ど

うもありがとうございました。 

 赤木名小太鼓ク 

ラブの子どもたち 

が，今年も，三集 

落の六月灯で，太 

鼓の演奏を披露し 

ました。クラブ活 

動を中心に，練習 

を重ねてきましたが，練習の成果を十分に発揮す

ることができました。保護者や地域の皆様，子ど

もたちの演奏はいかがでしたか？また，披露する

機会があるかもしれませんので，その際は，応援

をよろしくお願いします！ 

中金久，外金久，里の
六月灯で発表の場を提
供していただき，あり
がとうございました。 

 

 ７月 12日に，５ 
年生のシーカヤック 
体験活動がありまし 
た。子どもたちは， 
楽しく活動し，奄美 
の自然を満喫するこ 
とができました。 
 指導してくださった白畑瞬さん，安全面のサ
ポートをしてくださった前田雅博さん，有川貞
好さん，準備・片付けをしてくださった保護者
の皆様，ありがとうございました。 
 

 

                   

 

ある取材のための SDGｓに関するアンケートがあり，その中から７人の子どもたちが選ばれた。夏休みに入って

取材と撮影が始まり，その取材・撮影に立ち会ったが，台本のない場面で子どもたちのつむぐ言葉が素晴らしか

った。インタビューしてくださったタレントの方も感動していたが，私も同じ思いだった。自分の将来の夢を一人一人

が理由も含めて語った。全ての夢が自分を見つめキラキラしている。 

その中で，「学校の先生になりたい」と話したＡさんの理由が「自分は八月踊りや，島唄のことを教えてもらった

ので，将来は島に帰って先生になりたい。その頃は八月踊りや島唄が今より薄まっていると思うので，島の子ども

たちに教えることで恩返しをしたい。」という思いを伝えていた。また，Ｂさんは「畑で何か作ったり，八月踊りをした

りして過ごしたい」と話した。その言葉に「こういう風に思えるということが『大人がモデルになっている』『モデル

になる大人がたくさんいる』ということです。」と伝えた。「どうしてこういう風に思えるのかな」という問いには「学

校がいいからです。家庭も地域もいいからです。」と付け加えた。そして「八月踊りって？ここで，みんなができる

の？」と聞かれて８人で「さんだまけまけ」を突然始める。本来なら，何の準備もなく突然８人で八月踊りの一節を

自分たちだけで唄って踊ることは難しそうだが，取材を受けながら，高まったエネルギーがそのことを可能にした。 

環境が人を育てる。環境の最たるものが人だ。子どもたちは多くの素敵な大人から多くのことを学んでいる。子

どもたちが「奄美の魅力って？」と聞かれたときに「自然の素晴らしさ」と共に語ったのは「人が良い！」ということ

だった。それは，ほんの一握りの人ではなく，多くの人を指していた。 

 

それでも，子どもたちに語彙力不足や表現力「話す」「書く」の力不足を感じ，本校の今年度校内研修のテー

マは「自分の考えや思いをもち，自分の力で書くことができる子どもの育成(国語科を中心に)」としている。SDG

ｓに関することに興味がある子どもたちだったから多くのことを語ることができたのか？興味・関心をいだけないテ

ーマだと，子どもたちの思いや考え，発想はもちづらい。それでも共に向き合い，行動し，考えることで新たな思い

や考えを知り，新しい自分に気付くこともあるようだ。授業では，そのようなことを大切にし，今学期も「主体的な学

び」を進めてきた。 

１学期を振り返り，多くの学びの機会があり，様々な成長がみられた子どもたち。夏休みは，リフレッシュし，楽し

み，次へのステップをそれぞれに見つけ，家族や友達や，いろいろな人とのふれあいの中で充実した夏を過ごして

ほしい。 

 

SDGｓに関する取材の中で，子どもたちは海岸で拾い集めた漂流ゴミを使って，画家のりえさんとアート作品を

作製した。そのお披露目会に多くの方々に来ていただきたく，呼びかけたところ，多くの子どもたち，保護者，集落

の方々が集まってくださった。その作品に感動し，ほめてくださった。こういうことが，子どもたちのパワーの源とな

る。そして感謝の気持ちが「人が良い」というところに行き着き，日常的に子どもたちの心の中に積み重なり，染み

渡っていく・・・・・・。 ご多用の中，お集まりいただき，ありがとうございました。 

 

 

 

子どもたちのパワーの源は「人」 
 
校長 中島 朋子 
 


